2025年度都大会における
ノーレットルールについて
令和7年度東京都中学校総合体育大会（テニスの部）より、ノーレットルールを採用いたします。それに伴いまして、第２ブロック都総体選考大会に関しても、ノーレットルールを採用することといたします。

採用の趣旨
・試合のペースを速め、連続性を保つことでプレイヤーの適応力を高めるため
・試合の総時間短縮のため
『ノーレットルール』とは
サービスレット採用しないことを指します。
サーブがネット、ストラップ、バンドに触れ、適切なサービスボックスに入った場合は中断せず、そのまま続けるということです。
ポイント間に隣からボールが入った場合などに行うポイントレットはコールできます。
本大会における様々な対応
・レシーバーが間違えてレットをコールしてしまった場合
本来してはならないコールをしてしまったので、相手選手への妨害としてレットをコールした選手は失点となります。
・サーバーが誤ってレットと勘違いしてプレーを中断してしまった場合
インプレーですので、レシーバーの得点になります。
4月13日から開催される都総体選考大会から採用されますので、各校におかれましては出場選手への周知のほどをお願いいたします。
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